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「Fringe Fes!!!」



有志メンバーに運営を移行。「四半期に一度、全社員

が集まるこの会をもっと良くしたい」という強い主体

性を持つチームで、納会を「Fringe Fes!!!」として再

定義。

対面実施だった納会をオンライン化＆意義のあるものへ

▲社員自らが、社員の立場で会の目的を定義。それにより「どんな人も参加で

きる」「意味がある」「楽しい」の三拍子そろった会を社員目線で作ることが

可能に（画像は会議議事録を抜粋）*Fringer=Fringe81(株)で働く人たち

課
題
の
設
定
と
解
決
方
針
の
策
定

楽しいだけではない「意義を持つ場」に

l ただ楽しいだけの場になっていた納会を、会社とし

てより意義のあるものにしたい

l 中にはワイワイするのが苦手な人も。どんな人でも

参加できる・意義がある・楽しい場に進化を！

課題01

非対面での納会の継続実施

l リモートワークかつ複数の事業をもつ会社として、

会えない環境で社内の繋がりが薄れていた

l 四半期に一度、対面形式で実施されてきた納会をコ

ロナ禍においても継続実施するためオンライン化し

たい

課題02

l Slack･Zoom･Notionなど、普段業務で使用している

ツールだけでFringe Fes!!!を開催できる体制づくり

l 一体感の醸成を軸にしたコンテンツづくり

▲配信画面にリアルタイムでコメントの反映を行うことにより一体感を醸成。



2021年4月には「新卒社員と既存社員の相互理解」をテーマに、Notion上にある新卒社員のプロフィールがヒント

となる、全社横断のチーム対抗謎解きゲームを開催。

チャットとビデオ通話を組み合わせてコミュニケーションを取りつつ、問題を解くためにプロフィールをくまなく

読みこむので、既存社員の新卒社員への理解が進み、Fringe Fes!!!終了後も気軽に会話できるような関係づくりを

目指した設計に。

Slackを使った謎解きゲームで新卒社員の理解を深める
実
施
施
策
の
具
体
例
①

▲各チームのSlackチャンネルにbotから新卒メンバーに関する
問題が送られてくる

▲雑談を交えてビデオ通話しながらSlack上でヒントの情報を送り合うことで
リモート下でもスムーズなコミュニケーションを実現。

botから問題が出題される

自動で正解不正解を判別

slack

ビデオ通話しながら謎解き

Slack上で解答を送る

チームメンバー

新卒社員のプロフィールをこ

こで確認する

Notion



これまでの納会では恒例だった全社員での記念撮影もコロナの影響で不可能に…。

オンラインのFringe Fes!!!では開会後にチームごとのスクリーンショットを撮ってもらい、謎解きゲームをしてい

る裏側でリアルタイムにwithコロナ時代の集合写真を作成。

会の最後にサプライズとして公開することで新卒社員へ歓迎の気持ちを伝えるとともに、一体感の醸成に成功。

オンラインでもできる！記念撮影で一体感を醸成
実
施
施
策
の
具
体
例
②

▲Beforeコロナ

▼Withコロナ



l チームメンバーだった21卒達とランチすることになって嬉しい

l 21卒だけでなく普段あまり接点のない他事業部のメンバーやエンジ

ニアとも関われた

l 21卒の自己紹介Notionをふんだんに使った問題で、皆さんに知って

もらえたのでとても嬉しかったし、既存社員の先輩方と沢山コラボ

できてよかった

l 新卒メンバーも含めてチームを組むことで初対面のときに「Fesで一

緒だった子だ！」とか「あのプロフィールの子だ！」とか新たな発

見に繋がると感じた

l 皆積極的に真面目に取り組んでいたのでうちの会社らしいなと思っ

た。 普段関わりのない社員のそういう姿を見られるのは楽しい

l クイズに答えるslackの実装などの細かいところに、こだわりや深い

意図や、裏の企画のみなさまの頑張りが感じられて、感動しました。

Fringe Fes!!!運営チーム内で送ったメンバーへの感謝をつづった「Unipos（ユニポス）」*へ、全社から500件を

超える拍手（いいね）が！チームの多大な努力に称賛や共感が集まるとともに、満足度アンケートでも成果を裏付

ける嬉しい声が多数届いた。
*感謝や称讃を送りたい相手に、コメントとポイントを送ることができるシステム。称讃コメントは社内全体に公開される。

社員から500件を超える共感･称賛の❝拍手❞
成
果

▼実際にUniposで送られたコメント ▼満足度アンケート（一部抜粋）

500件超の
拍手！



どんな人でも参加できる・意義がある・楽しいを実現しながら、会社のカルチャーを継続的＆段階的に浸透させて

いくことで、全社員が同じ方向を見て働ける、さらに業績にも繋がる場へと進化を続ける

Fringe Fes!!! これからの未来
展
望

これからいま過去

l 四半期に一度みんなが集まって、

楽しくワイワイするだけになり

がち

l オフィスでの開催

l 楽しい場を通じて、会社のカル

チャーを浸透させる役割を担う

意義のある会

l オンライン開催でも一体感の醸

成を欠かさない

l 会と会の間で起きた社内の変化

を振り返り、各々の挑戦から刺

激を受けながらカルチャーの継

続的浸透をはかっていく

l またオフィスや外会場など、対

面で実施できる日を夢見て…。

↑理想の状態を維持し続けるために、これからも「ただの楽しい場」ではなく

「会社にとってなくてはならない場」であるための設計・運営をしていく


